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金沢大学環日本海域環境研究センター 

市民講演会「見えない小さな生物の大きなはたらき 

-急速に溶けていく北極で-」を開催 

 
９月２１日，金沢大学環日本海域環境研究センターは日本地球化学会と共催で，市

民講演会「見えない小さな生物の大きなはたらき -急速に溶けていく北極で-」を下

記のとおり開催します。 
 
本センターでは，北極から南極までを含んだ地球規模での越境汚染に伴う環境変動

に関する研究活動を展開しています。北極は世界で最も急速に温暖化が起きている場

所であり，地球温暖化による海氷の融解，海流の変動など，顕著な影響が観測されて

います。この急速な環境変化に応じて，生息する生物の種類・食性など生態系も大き

く変化することが懸念されています。 

今回の市民講演会では，北極をフィールドに最前線で活躍する研究者を招き，加速

する地球温暖化の現状について学ぶとともに，北極の魅力あふれる微生物たちについ

ての研究を紹介します。 
 
ついては，事前および当日の取材・報道をよろしくお願いします。 
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＜本件照会先＞                ＜広報担当＞ 

環日本海域環境研究センター助教 石野      理工系事務部総務課総務係 小橋 
Tel：０９０－９１５５－２５１４         Tel：０７６－２３４－６８２６ 
E-Mail：ishino-sakiko@se.kanazawa-u.ac.jp     E-Mail：s-somu@adm.kanazawa-u.ac.jp 
(当日連絡先：０９０－９１５５－２５１４) 

News Release 

金沢大学環日本海域環境研究センター／日本地球化学会 市民講演会 

「見えない小さな生物の大きなはたらき-急速に溶けていく北極で-」 
 

日 時 ：  令和６年９月２１日（土）１３：００～１６：００  

場 所 ： 石川県文教会館 ホール 

対 象 ：  誰でも可 ※参加申込不要 

詳 細 別添チラシをご参照ください。 
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大きなはたらき 大きなはたらき 
- 急速に溶けていく北極で -- 急速に溶けていく北極で -

日本地球化学会 ・ 金沢大学環日本海域環境研究センター

市民講演会

2024 年　　　　月　　　　　日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 002024 年　　　　月　　　　　日 （土） 13 ： 00 ～ 16 ： 00
石川県文教会館石川県文教会館 （金沢市尾山町 10-5）

9 2121

共催 ： 一般社団法人 日本地球化学会 ・ 金沢大学 環日本海域環境研究センター

問合せ ： 地球化学会第 71 回年会実行委員会 (Tel: 076-234-6961)
　　　　　　問合せフォーム ： https://forms.gle/G2KbNRJiJP9sbFAi9

参加無料 ・ 事前登録不要

10 名以上の団体の方は下記
申込フォームよりお申込ください。

プログラム

13:00-13:05　開会の挨拶

13:05-13:45　原田尚美 | 東京大学 大気海洋研究所 教授

　　　　　　　　　　　　「極域の海洋に棲む生物たちの現状と今後」

13:45-14:25　亀山宗彦 | 北海道大学 大学院環境科学院 准教授

　　　　　　　　　　　　「雲のタネをつくる微生物」

14:25-15:05　竹内　望 | 千葉大学 理学部地球科学科 教授

　　　　　　　　　　　　「氷河を解かす不思議な微生物」

15:20-15:50　講演者への Q&A

15:50-16:00　閉会の挨拶　（同日開催 ・ 高校生セッションの表彰）

https://forms.gle/ShqFLEg6LjwftHcV6
【申込フォーム・詳細】

目には見えないけれど、 地球上ありとあらゆる場所に存在し、
ときには地球の気候にも大きな影響を及ぼす微生物。

実は、 雪や氷の中という冷たい環境にも生息しています。
急速な温暖化にともない、 北極の氷河や海氷の融解が進む中で、

微生物たちの住環境がどのように変化し、 また気候に影響を与えるのか。
不思議な微生物の世界について、 最先端の研究を紹介します。



北極でいま何が起こっているの？

微⽣物が気候に影響を与えるって

どういうこと？

⽯川県ではめずらしい内容の

トークイベントです。

ぜひこの機会にご参加ください

会場案内
⽯川県⽂教会館（⽯川県⾦沢市尾⼭町１０−５）
http://www.bunkyo.or.jp/basic/access.html
交通案内
バス：⾦沢駅より⾹林坊⽅⾯⾏のバスをご利⽤ください。

「南町・尾⼭神社」下⾞、徒歩 2 分。
⼩松空港からお越しの⽅：⼩松空港より⾦沢市内経由バス
にて「⾹林坊」下⾞、所要約 50 分（「⾹林坊」より徒歩 10 分）

▽詳細 ・団体申込

「雲のタネをつくる微⽣物」
⻲⼭ 宗彦 | 北海道⼤学 ⼤学院環境科学院・准教授
海洋表層のプランクトンの⼀部は、雲の核となるエアロゾル粒⼦を⼤気に供給す
ることで、地球の気候に影響を与えています。近年、北極域の海氷減少によって、
このプランクトンの動態にも変化が現れ始めています。この不思議な⽣物による
気候影響プロセスについて、これまで取り組んできた現場観測の様⼦も交えて解
説します。

「氷河を解かす不思議な微⽣物」
⽵内 望 | 千葉⼤学 理学部地球科学科・教授
北極のグリーンランドは、厚さ３千メートルを超える巨⼤な氷床に覆われていま
す。そこには低温環境に適応した特殊な微⽣物が⽣息していますが、この微⽣物
が繁殖すると、氷の表⾯を⿊く変化させ⽇射の吸収が増えることで、氷の融解を
促進します。本講演では、この微⽣物による氷床融解のしくみと気候への影響に
加え、雪氷⽣物の魅⼒についても紹介します。

見えない 小さな生物の 大きなはたらき見えない 小さな生物の 大きなはたらき 
- 急速に溶けていく北極で -- 急速に溶けていく北極で -

「極域の海洋に棲む⽣物たちの現状と今後」
原⽥ 尚美 | 東京⼤学 ⼤気海洋研究所・教授
北極の海では、海氷によってつくられる特有の⽣態系が存在します。最近の研究
では、他の海洋と共通する予想だにしない⽣物が⽣息していたり、知られざる機
能を持つ植物プランクトンが発⾒されるなど、まだまだ新しい世界が広がってい
ます。その北極海の魅⼒あふれる⽣物や⽣態系の現状と今後について解説します。

参加無料・事前登録不要
10 名以上の団体の⽅は
右または下の申込サイトより
お申込ください。

https://forms.gle/ShqFLEg6LjwftHcV6
【申込フォーム】
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